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平成２５年度第１回 高砂市スポーツ推進計画検討会議 

 

 平成２５年７月３０日（火）１９時００分高砂市スポーツ推進計画検討会議を高砂市役

所南庁舎２階会議室２において開会 

 

 出席委員   議  長  森田 啓之   委  員  加茂 朋之 

        副 議 長  藤原 良文   委  員  松陰 英人 

        委  員  砂川健次郎   委  員  佐藤 章徳 

        委  員  鎌谷 正士   委  員  山田 みえ 

        委  員  水王 征子   委  員  中村 香織 

        委  員  池田 政隆   委  員  島本  卓 

 

 出席事務局職員 

    市      長  登  幸人 

    健 康 文 化 部 長  橋本 保正 

    健 康 文 化 部  猪子 真一 

    くらしと文化室長 

    健康文化部くらしと文  東野 哲也 

    化室文化スポーツ課長 

    健康文化部くらしと文  福原 裕子 

    化室文化スポーツ課主幹 

    健康文化部くらしと文  前川 吉也 

    化室文化スポーツ課係長 

 

 協議事項 

   １ 開     会 

   ２ あ い さ つ 

   ３ 委 員 紹 介 

   ４ 「高砂市スポーツ推進計画」について 

   ５ 議長、副議長の選出 

   ６ 議     題 

   （１）高砂市スポーツ推進計画の策定について 

   （２）高砂市スポーツ推進計画検討会議の運営に関する規程について 

   （３）高砂市スポーツ推進計画検討会議の公開について 

   ７ そ  の  他 

   （１）高砂市のスポーツ団体の活動について 

   （２）高砂市スポーツに関する市民アンケートについて 

   （３）今後のスケジュールについて 

   ８ 閉     会 
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（午後 ７時００分 開会） 

○事務局 

開会に先立ちまして、登市長より、委員の皆様方に委員の委嘱状を交付させていただ

きます。 

市長、よろしくお願いいたします。 

（委員委嘱状交付） 

○事務局 

委員の皆様におかれましては、お忙しい中、ご出席いただきましてありがとうござい

ます。 

それでは、ただいまより、第１回高砂市スポーツ推進計画検討会議を開催いたします。 

なお、お手元にお配りしております資料の次第により進行いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

配布資料の確認をまずさせていただきたいと思います。 

（配布資料確認） 

○事務局 

次に、会議の進行について一言お断り申し上げたいと思います。 

この高砂市スポーツ推進計画検討会議は、議事は議長が進めることとなっております

が、議長が選出されるまで事務局のほうで行います。よろしくお願いいたします。 

私は、本日、司会進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

では、本日の第１回高砂市スポーツ推進計画検討会議の開催にあたりまして、登市長

よりご挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○登市長 

（市長 あいさつ） 

○事務局 

ありがとうございました。それでは、次に、次第の３番目、今回、高砂市スポーツ推

進計画検討会議の委員としてお願いいたしました方々の名簿をお手元のほうにお配りし

ております。名簿の順に自己紹介をお願いいたします。 

○委員 

こんばんは。兵庫教育大学のスポーツ健康系教育分野というところにおります。この

地域のスポーツとか、学校のスポーツもそうですが、運動部活動とか、そのあたりを興

味を持って研究をしております。昔は、若輩者ですがと言っていたんですが、いつの間

にか今年で半世紀生きることになってしまいまして、何とかここでも皆さんの少しでも

お役に立てるように頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員 

こんばんは。体育協会の副会長をさせていただいております。本来ならば、会長が出

席するべきではないかなと言いながらも、会長のほうから、「スポーツ推進計画検討会

議のほうに出席しなさい」という命令がございましたので、会長の命令に従って出席さ

せていただきました。よろしくお願いいたします。 

○委員 

高砂市スポーツ推進委員会副会長です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員 

高砂市スポーツ少年団です。よろしくお願いいたします。スポーツ少年団は、全国組

織です。日本スポーツ少年団、兵庫県スポーツ少年団、高砂市スポーツ少年団という組

織となっています。いろんな種目がありますが、高砂市は、軟式野球、サッカー、空手

道の種目に取り組んでいます。また、リーダー会といいまして、小学１年生から４年生

に運動の楽しさを教える活動をしています。最近、テレビゲームをして家で一人で遊ぶ
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子ども達が増えています。まともに走ったり、投げたりできない子どもが増えています。

陸上教室を中心に野外活動、音楽、絵画等を行いながら、運動の楽しさを学ぶ活動をし

ていますので、よろしくお願い申しあげます。 

○委員 

中筋小学校校長です。よろしくお願いいたします。小学校の体育担当校長になってお

ります。 

○委員 

中学校の体育担当校長です。荒井中学校におります。先週から県の総体が始まりまし

て、きょうで終わっております。高砂市におきましても、陸上、水泳を筆頭に、全国、

近畿で出場する選手が決まっております。大変、部活動が盛んでして、また、体育活動

についても、先ほど市長がおっしゃられましたように、生涯にわたってスポーツ活動が

できるように、小学校、中学校と連携しながら進めております。 

以上です。 

○委員 

皆様、こんばんは。株式会社カネカに勤務しております。私は、高校生のときから１

５年以上、陸上競技をしていまして、また、最近は、高砂市陸上教室、小学生陸上教室

というところのお手伝いもさせていただいておりまして、競技者という目線と子どもた

ちの目線、そういう二つの目線から、少しでも皆さんのお役に立てればと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員 

こんばんは。ふだんは健康運動士として、地方自治体が主催しております健康増進事

業、特定保健指導ですとか、介護予防事業ですとか、そういう健康増進事業の運動関係

の講師をしております。事業にかかわっていて、その事業では成果を上げていても、そ

の事業が終わってしまうと効果が落ちてしまうといいますか、途切れてしまうところが

もったいなと思って、今回、委員に応募させていただきました。少しでも運動をしてい

ただける方の底辺を広げることができたらなと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員 

こんばんは。フィットネスインストラクターをしております。小さい子どもから高齢

者の方まで多くの方の指導に携わっておりまして、高砂市のほうでも何かお手伝いがで

きないかなと思って応募させていただきました。よろしくお願いいたします。 

○委員 

皆さんこんばんは。高砂市の心身障害者連絡協議会でお世話になっております。現在

は、高砂市から障害者スポーツなどの、もっと皆さんが知ってもらえるような活動であ

ったり、個人的には、「ユニバーサルＴＡＫＡＳＡＧＯ」という名前で兵庫県全域にど

んどん障がい者のいる場所であったり環境づくりもやっております。今後ともよろしく

お願いいたします。 

○委員 

最後になりましたけれども、自己紹介をさせていただきます。ここに書いてあります

とおり、東播磨・北播磨地区スポーツ推進委員連絡協議会の会長を今現在、させていた

だいております。それと兵庫県スポーツ推進委員会の副会長もさせていただいておりま

す。それと高砂市における、先ほど市長からもありましたように、スポーツクラブ２１

高砂市推進委員会の委員長をさせていただいております。高砂市１０校区、小学校区ご

ざいますけども、その１０校区の地域の方々にお願いをして、ボランティア的に全て活

動、運営をやっていただいております。そういうわけで、スポーツクラブ２１の各地域

の働きというものから、トップアスリートも出るんじゃないかな。兵庫県のリレーカー
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ニバルにおいても、小学生の皆さんが活躍していただいております。それぞれそういう

形で活躍していただいておりますけれども、このきょう来られている皆さん、そういう

みんなの横のつながり、連携というものを持って、高砂市をもっともっと盛り上げてい

きたいというふうにも考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○事務局 

委員の皆様、ありがとうございます。もう１名、スポーツクラブ２１、高砂市連絡協

議会の委員につきましては、少し遅れるようですので、よろしくお願いいたします。 

次に、事務局側を紹介いたします。 

 

（事務局職員紹介） 

○事務局 

引き続きまして、次第の４番目、「高砂市スポーツ推進計画」及び「高砂市スポーツ

推進計画検討会議設置要綱」について説明いたします。 

○事務局 

座ったまま失礼いたします。 

それでは、第１回高砂市スポーツ推進計画検討会議資料１ページをお願いいたします。

資料１でございます。 

そこにお示しいたしております高砂市スポーツ推進計画についてでございますが、平

成２３年８月２４日に施行されましたスポーツ基本法第１０条の「スポーツ計画を参酌

して、その地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画を定めるよう努めるものと

する」を受けまして、本市の生涯スポーツの指針となるスポーツ推進計画を策定するも

のでございます。 

策定スケジュールにつきましては、後ほどまた説明させていただきます。 

２ページをお願いいたします。 

先ほどご説明いたしましたスポーツ推進計画を策定するため、高砂市スポーツ推進計

画検討会議を設置することとし、この要綱では、検討会議の構成員と議長、副議長及び

会議の運営等についての事項を定めております。 

なお、この要綱は、平成２５年４月１日から施行しております。 

以上でございます。 

○事務局 

それでは、引き続きまして、次第の５番目、議長、副議長の選出を行います。 

先ほど説明いたしました検討会議設置要綱第４条に、検討会議に議長及び副議長を置

き、構成員の互選によってこれを定めるとあります。皆様の中で、議長、副議長の互選

をお願いしたいと思っております。自薦、他薦を問いませんので、この場でお声かけを

していただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

事務局、腹案を持たれておるんじゃないでしょうか。 

○事務局 

ただいま、事務局の案があればということでございますが、いかがでしょうか、事務

局からの案をご提示してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○事務局 

ありがとうございます。事務局案といたしまして、議長は、兵庫教育大学の森田委員、

副議長は、東播磨・北播磨地区スポーツ推進委員連絡協議会会長の藤原委員にお願いし

たいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○事務局 

それでは、森田委員、藤原委員にお願いしたいと思います。 

議長に選任されました森田委員、副議長に選任されました藤原委員は、前の席にお移

りいただきたいと思います。 

そうしましたら、ちょっと休憩させていただきまして、委員の委嘱のほうを先にさせ

ていただきたいと思います。 

（委員委嘱状交付） 

○事務局 

委員、来られたところで申し訳ないんですが、皆様の自己紹介がもう既に終わってし

まったので、挨拶だけ一言お願いします。 

○委員 

すみません、おくれまして申し訳ございません。スポーツクラブ２１高砂市連絡協議

会の会長をしております。よろしくお願いします。 

○事務局 

ありがとうございました。それでは、先ほど決まりました議長、副議長に一言ご挨拶

をお願いいたします。 

○議長 

ただいま議長に選任されました森田です。高砂市のほうは、まだ細かい事情のところ

は十分理解できていないところもありまして、そういう意味で、皆さんのお力をかりな

がら、ほかのところでもこの計画をつくった経験はあるんですが、高砂市のまさに特徴

とか課題を踏まえた中身のあるものにしていきたいと思いますので、ご協力のほどよろ

しくお願いします。 

○事務局 

ありがとうございました。続きまして、副議長、お願いします。 

○副議長 

森田先生の指導のもとに、このスポーツ推進計画ができ上がることを信じております。

他地区では３年ほどかかったというようなことも聞いておりますけれども、２年、平成

２５年度、平成２６年度でつくり上げようということで計画されておりますけれども、

何分とも高砂市はスポーツの盛んな地域でございますので、それぞれいろんな計画、案

というものを持たれておると思いますが、森田先生のほうにいろいろ案を出していただ

いて、そして、つくり上げたいというふうに思います。 

このスポーツには、小学生のスポーツ、幼少年の子どもたちから高齢者に至るまでの

我々が取り組んでおる生涯スポーツ、そして、障がい者のスポーツもございます。全て

の方々が手を取り合って、我々は、常にお世話する側という形のほうへ回らせていただ

いてやらせていただいておりますけれども、そういう形で、みんなが連携を持って、楽

しい、すばらしいスポーツを通じての地域づくりができるようになっていければなとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

○事務局 

ありがとうございました。ここで、市長は所要のため退席をさせていただきます。 

○登市長 

すみませんが、皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 

それでは、議長、副議長が選出されましたので、今後の議事進行は、高砂市スポーツ

推進計画検討会議設置要綱第４条第２項により、森田議長にお願いします。 

○議長 

そうしましたら、お手元の次第の議題に基づいて、早速、議事に入りたいと思います。 
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まず１番目、高砂市スポーツ推進計画の策定についてということで、まず、事務局の

ほうから、この中身について説明をお願いします。 

○事務局 

この検討会議において、今後、高砂市スポーツ推進計画について検討していくわけで

すが、まず、高砂市のスポーツの現状についてご説明したいと思います。 

資料編の１ページから５ページをお願いいたします。 

高砂市体育協会各２４種目協会の平成２５年度行事予定でございます。 

６ページの高砂マラソンは、体育協会の主催事業でございます。昨年度は１，１１４

名の申し込みがございました。昭和３１年４月１日に市民スポーツの普及を目的として

創設されました。 

続きまして、７ページから９ページをお願いします。 

スポーツクラブ２１の活動状況と会員数、平成２５年度の主な事業でございます。 

子どもから高齢者まで、地域の誰もが気軽に参加し、世代間交流をすることができ、

会員の会費によって運営される住民の皆さんの自主運営によるスポーツクラブでござい

ます。 

続きまして、１０ページ、１１ページは、高砂市スポーツ推進委員会の主な事業でご

ざいます。スポーツに関する深い関心と理解を持った者で構成され、高砂市では２０名

が市長より委嘱され、スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整並びに住民に

対するスポーツの実技の指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行っております。 

続きまして、１２ページ、１３ページは、高砂市スポーツ少年団の主な事業でござい

ます。 

スポーツを通じ、健全な心身の育成を図ることを目的として、日本スポーツ少年団が

昭和３７年に設立されました。その翌年の昭和３８年、高砂市スポーツ少年団が設立さ

れ、５０周年を迎えております。先ほど本部長の説明にもありましたように、野球、サ

ッカー、空手道の３種目及び小学生低学年を対象としたキッズクラブに団員、指導者合

わせて約５３４名が登録されております。 

１４ページから１６ページは、公益財団法人高砂市施設利用振興財団が行っておりま

す各種スポーツ教室、各種スポーツ大会、市長杯競技大会でございます。 

１７ページ、１８ページは、平成２０年度に策定されました「高砂市の教育」の社会

体育の基本方針でございます。 

以上でございます。 

○議長 

続きまして、高砂市スポーツ推進計画の策定について説明をお願いできますでしょう

か。 

○事務局 

引き続きまして、高砂市スポーツ推進計画の策定についてご説明いたします。 

先ほどの高砂市スポーツ推進計画検討会議資料の１ページは先ほど説明させていただ

きましたので、８ページ、資料６、高砂市スポーツ推進計画策定スケジュール（案）を

お願いいたします。 

平成２５年度、平成２６年度の２箇年のスケジュールをお示ししております。今年度

中には、９月、１１月、１月に高砂市スポーツ推進計画検討会議を開催し、２月にパブ

リックコメントを実施し、広く市民から意見を募集する予定で考えております。平成２

６年度も４回の高砂市スポーツ推進計画検討会議を開催し、８月の策定を予定しており

ます。 

以上でございます。 

○議長 
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かなり盛りだくさんのことを一度に説明いただいたんですが、まず、恐らくこのスポ

ーツの計画というふうなものについて、初めて具体的に目にする方もいらっしゃると思

います。遠慮なく、今、事務局からありました説明について、まず最初、事務局のほう

は、ここにお集まりになってくださっている団体の方が、今現在、どのような活動を主

にやっているのかということを説明をいただいております。これからの計画を立てる意

味で、現状を把握するというつもりでお聞きするのが一つ、もう一つは、具体的に、先

ほど市長からもありましたが、２箇年で検討するにあたって、どんな流れでやるのかと

いうのがスケジュールの表になっているところで、少し補足しますが、きょうの事前配

布資料にもありますが、ここの議論をするというものが一つ、それと、あとは市民にア

ンケートを無作為抽出でお願いをしているので、それの結果とかを踏まえながら、あと

最終的には、パブリックコメントという形で市民の方に広くオープンにして、今年度、

大体落ちついていくと。来年度は、アクションプランという言葉があると思うんですが、

平成２７年度から具体的にするにあたって、具体的な中身とか事業についても少し言及

できるような計画ができればというふうなことで、推進計画というのは、大体の青写真

とかというふうな形で理解をいただいたらと思います。よく自治体の方であるのは、５

年後、１０年後にどんなふうな状況になっていればいいなあみたいなことを委員の皆さ

んのご意見を踏まえながらつくり上げていくのが推進計画だと。アクションプランのほ

うは、現実には、お金のこととか財政のことも絡んできますので、どれからやっていく

べきかとか、そのあたりについて言及するのがアクションプランだというふうにご理解

いただけたらと思います。 

ちょっと補足、長くなりましたが、そのほか何なりといろんな角度からで結構ですの

で、事務局のほうにご意見とかご質問がありましたら出していただきたいんですが、い

かがでしょうか。 

十分、日頃かかわっておられる方なので、問題ないですかね。何かありますか、この

資料のことについて。 

○委員 

一つだけ。高砂市の場合は、この平成２５年度、平成２６年度で策定ということなん

ですけども、ちょっと情報として教えていただきたいんですが、ほかの自治体の状況と

いうのはどんな、同じようなスケジュールで動いているのか、既にもうこういうのをつ

くってしまっているところもあるのか、その辺の情報がわかれば、周辺の自治体の状況

を教えてください。 

○議長 

今回、資料にもありますが、スポーツ基本法という大きな国の法律ができました。そ

れができる以前から、２０００年からなんですが、スポーツの基本計画というのは、当

時は推進基本計画と言っていたんですが、国のほうで策定していたので、それを受けて、

県とか市町村は自主的につくりなさいという強制力がなかったんです。でも、その段階

で、２０００年からこの５、６年前ぐらいに大体多くのところはつくって、特にこのあ

たりでは、加古川市とか、播磨町とか、もちろん神戸市とか大きいところはあります。

この東・北播磨でしたら、三木市はたしかつくったんですか、稲美町はまだこれからか

な、それで、多可町は３年前に、私、かかわってつくらせていただきました。西脇市も

あるというふうに聞いております。そういう意味で、この基本法が今度、法律としてで

きた関係で、積極的にかなり各自治体ともそれを、それぞれの市町村で展開するものを

つくりなさいというのがちょっと強制力っぽく、かなり展開になっているというところ

が実のところだろうと思います。 

ですので、ホームページで検索いただいたら、ヤフーとか、スポーツ推進計画と入れ

れば、いろんな資料がすぐ見られると思います。そのあたりもまた負担でないところで
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事前にいろいろ見ていただけたら、何が違うのかなというところもわかっていただける

のではないかと思います。 

そのほかいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 

では、先ほど事務局から説明がありましたスケジュール等に基づいて会議を進めてい

きたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

続いて、２点目、高砂市スポーツ推進計画検討会議の運営に関する規程についてとい

う２番目の議題に移りたいと思います。 

事務局のほうから説明をよろしくお願いします。 

○事務局 

会議資料の３ページ、資料３をお願いします。 

高砂市スポーツ推進計画検討会議の運営に関する規程（案）をお願いいたします。 

第２条では、高砂市スポーツ推進計画検討会議設置要綱第３条において、１２名以内

で構成する検討会議委員につきまして、各分野の部分の構成委員を定めているものであ

ります。 

公開についてはまた後ほどご説明いたします。 

以上です。 

○議長 

これは審議を、具体的にこの規程がいいかどうかを検討するということでよろしいで

すかね。 

資料２の高砂市スポーツ推進計画検討会議設置要綱のところを受けて、具体的に人数

のことだとか、あと記録、このあとにもかかわるんですが、公開というふうなことも含

めてありますので、２と３をあわせてやるというふうなことにしましょうか。２を了承

して、その中身がまた公開で出てくるので、すみませんが、続いて、この検討会議の公

開についてという３の議題のところも少しご説明をお願いします。 

○事務局 

資料４をお願いいたします。 

高砂市スポーツ推進計画検討会議の公開について（案）でございます。 

ただいま高砂市スポーツ推進計画検討会議の運営に関する規程の第３条に基づき、会

議の公開に関する取扱いを議長が定めるものでございます。 

会議の公開基準に基づき、公開、非公開の決定を行うこと及び会議傍聴のルール、会

議開催の事前公表、会議結果の公表について定めるものであります。 

当検討会議については、高砂市審議会等の会議の公開に関する指針に準じ、特に議長

が非公開の決定をしなければ、基本的に公開とさせていただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長 

そうしましたら、資料３と資料４をご覧いただいて、私もこのあたりの表現とか細か

いところは、十分理解というか、高砂市の状況を熟知していないもので、皆さんのほう

で目を通していただいて、ご意見がありましたらいただきたいと思いますが。まず、高

砂市スポーツ推進計画検討会議の運営に関する規程全体のほうは、議論、確認しなけれ

ばいけないのは、この公開、そして、記録というところの中身であろうかと思います。

その公開のもう一つ細かい部分の中身が資料４のところですね。傍聴がどうだとか、非

公開、公開の決定だとか、検討会議の事前公表とか、こういうふうなことを記述してい

るということですが、基本的には、多分、ほかの会議なんかと同じスタイルになってい

ると理解していいですよね。ということなんですが、その方向でよろしいでしょうか。 
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（「はい」の声あり） 

○議長 

特に聞かれてまずいようなことを言うようなことでもないので、大丈夫かと思います。 

そうしましたら、この２点目と３点目の議題についても、まとめてご了解いただける

ということで先に進みたいと思います。ありがとうございます。 

続いて、きょう議論すべき点については、この３点、確認すべき点は３点なんですが、

その他事項に移りたいと思います。 

まず１点目、高砂市のスポーツ団体の活動についてということで、これについて事務

局のほうから説明をお願いします。 

○事務局 

これは、先ほど資料編のところで説明をさせていただきましたとおりでございます。

現在、高砂市で行われているスポーツ活動、スポーツ少年団、体育協会、スポーツクラ

ブ２１、スポーツ推進委員会、それと施設利用振興財団が行っておりますスポーツを紹

介いたしました。 

資料編のところに参加人数等は書いてございますとおりで、そのほかにまだ体育協会

に参加していなくてスポーツを行っている団体も多数ございます。事務局として把握し

ております団体では、この資料編の１番から８番までの団体でございます。 

以上です。 

○議長 

かなり中身とか具体的事業の部分が多いですので、また議論をする中で、恐らくこれ

を全部把握している市民の方はいらっしゃらないと思います。それぞれご自身がかかわ

っているところは見えているんですが、それ以外のところは、こういうものがあったの

かみたいな、これだけの事業、言葉はちょっとあれなんですが、回していたんかという

ふうに多くのところでよく話になるんですが、まず、そういう意味で、今後、具体的に

議論を進めていくうえで、自分の所属しているところ、見えてないところの部分につい

てのまた疑問とか思いとかが出てきましたら、その都度、遠慮なく言っていただけたら

と思います。 

では、続いて、この市民アンケートの部分のところを説明をしてください。 

○事務局 

アンケートの内容はＡ３の裏、表にお示しさせていただいております。市役所関係で

は、中央公民館と本庁教育センターにおきまして、あと各企業にアンケートをお願いい

たしました。全部で８３０枚配布をいたしまして、６５７枚、回収しております。７

９％の回収率でございます。分析のほうはまだでございますので、これからです。 

○議長 

このアンケートも、いえば、県のほうで、これに大体同じようなことをよく聞いてい

ます。そういう意味で、県の一般的な平均値といいますか、傾向と、高砂市はどう違う

のかなというふうなことを見ることも含めて、できるだけそれに同じような聞き方をし

ている部分が大半です。あと少しは、高砂市の具体的に記述ができるようにしていると

ころとか、そのあたりは事務局からも聞いて、アドバイスをした次第です。こういうふ

うなものがまた今度、次回のところあたりには出てくるというふうにご理解いただけた

らと思います。 

それでは、続いて、先にいきます。 

ここまで私と事務局間のほうでしゃべりが多かったので、それぞれせっかくですので、

時間のほう、それぞれ１分程度で構いませんので、何らかのご縁でここへご参集いただ

いております。今、それぞれの方が見えているところでの高砂市のスポーツについて、

そして、ご自身の思いについて、何でも結構ですので、この計画にかかわって、一言ず
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つ述べていただけたら幸いなんですが、よろしいでしょうか。勝手に決めて申し訳ない

んですが。 

それでは、お願いします。 

○委員 

このスポーツというものが、する人、見る人、支える人、その三つで成り立っている

というふうに思うんです。そこで、いわゆるする人というのは、幼少年、子どもたちか

ら高齢者に至るまで、男女が取り組んでやられるわけですけども、高砂市の中でのスポ

ーツというもの、山間部でもありませんし、ハングライダーとかそういうものはできま

せん。また、水中へ潜ったりとかというようなこともできません。海辺があるといって

しても、活用できるのがいわゆる青年の家、あのあたりが砂浜で遊ぶというぐらいの程

度しかできませんし、そういうわけで、今、高砂市で一番スポーツがやられていて、多

くの人が楽しんでもらって活躍しておられるのは、いわゆる陸上競技を一つの基本とし

ている、そして、走るということが足腰の鍛錬というものにつながると思うんです。そ

こから陸上をそのまま継続してやられて、トップをとられる人もおられるわけですけど

も、いわゆる中学校へ入ってからは競技が変わってきたり、そして、今、中学校で言え

ば、柔道が高砂市で、指導者も多くおられます。そしてまた、何分ともいわゆる指導者

があってこそのスポーツでもあると思います。そういう関係で、どれだけ高砂市の中に

支える人、そして、その指導をされる人、ともにやれる競技力のある人、そういう人が

どれだけおられるかというのが一つの問題点ではないかなというふうに思います。そう

いうわけで、そのあたりを伸ばしてもらえる本当の高砂市づくりというものができる地

域性だなというふうにも思います。祭りも盛んな地域で、地域でもって一緒に頑張ろう

という、そういう地域性もありますので、そういう形でやっていけるのではないかな、

そういう地域性だなと考えております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、よろしいですか。もう何でも結構ですので。 

○委員 

僕自身は、もともとハンドボールをやっていて、この体になって、車いすでもハンド

ボールの競技がありますし、ここに競技の名前が上がっている中でも、ほとんどの競技

が車いすであってもできる競技もあったり、手足がなくなっても、パラリンピックをめ

ざしておられる方もたくさん、僕自身もお会いしたこともあります。そういう車いす、

自分自身も車いすになってしまったということもあるんですけども、その可能性という

ものと楽しみというところ、そういったところを高砂市のほうからどんどん発信してい

く側に回れたら、私たちももっと楽しめる場であったり、先ほど言われた健康面であっ

たりとか、そういったところでの楽しみも出てくると、高砂市ももっともっといい方向

へいけるのではないかなというふうに思っております。 

以上です。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

競技とかもたくさん皆さん、携わっていらっしゃるとは思うんですけれども、それ以

外の方はじゃあどうなのかなというのがあって、やはり先ほども委員が言われたように、

すそ野を広げるという意味合いも込めて、運動イコールつらい、苦しいというイメージ

を払拭していくこともすごく大切ではないかと思いますので、競うことだけではなくて、

やっぱりチームワークであったりとか、まず運動することへの第一歩ということを進め

ていくことも私たちの役目ではないかなと思いますので、そういうことも含めてこれか

らどうしていったらいいかなということも検討していくことも大事なことではないかと
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思うんです。だから、競技とかそういう枠に入っていない本当の一般の人たちも含めて

巻き込んでいけるような計画が立てていけたらいいなと思っております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

ほとんど意見は同じでして、私も仕事柄、健康増進にかかわっておりますので、一般

の方というのは、スポーツ、アンケートから言ったら、興味がないとか、やる時間がな

いとか、言い訳をすごく出すんですけども、でも、深くお話をしていると、やっぱり健

康にすごい興味があって、そのためには体を動かさないといけないと必ずおっしゃるん

です。ですから、そのきっかけが必要であって、先ほども言われたように、運動すると

いうことはしんどいんとちがうかなとか、つらいことをしないといけないんじゃないか

とか、そういう思いを持っている方がとても多いので、ハードルをさげるといいますか、

競技スポーツでも、例えば先ほど言われたように、支えるというかかわり方もあります

よね。だから、そういうかかわり方から自分が少し踏み出せるような場があれば、もっ

と底辺が広がるのではないかなとは思っております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

私は、人生経験もあまりなくて、まだまだ視野も狭いと思いますので、私がかかわっ

ている、自分が得意というか、今かかわっていることを中心に少しでも皆さんのお力に

なれたらと思います。今、陸上競技を現役の競技者でやっておりますので、その競技者

の視点で何かできることがあればなということを考えております。小学生陸上教室のお

話をさせていただきましたけれども、やはりスポーツを普及させる一番の手段は、子ど

もたちが小さいときから、スポーツが楽しいことだと心でわかってスポーツを楽しむと

いうことだと思っておりますので、子どもたちがどうしたらスポーツをする、スポーツ

が楽しめるかということについて考えていかなければならないと思っております。 

もう一つ、私、株式会社カネカに勤めているんですけれども、一企業人として、企業

に勤めている人、カネカは１，０００人いるんですけれども、ふだん運動しないような

人もたくさんいるはずなんですけれども、会社の駅伝、毎年９月にやっているんですけ

れども、１，０００人のうち５００人以上が出場するんです。だから、何かきっかけが

あれば運動するという人が多くいるということがわかっていますので、そういった企業

に所属する者としても、その立場としてできることがあるのではないかとか考えており

ます。そういったことを中心に皆さんと一緒に考えていきたいと思っております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

学校では、生徒たちにスポーツの意義ということを教えたりとか、生涯にわたってス

ポーツライブを楽しむというようなことを教えるんですけども、また、それと授業とは

別に運動部活動のほうでは、やはり競技性が大変強いので、そのあたりの兼ね合いから、

先ほどもどなたか言われていたように、スポーツはしんどいというイメージといいます

か、体験からくるものがあって、私もそうなんですけども、不健康になってからスポー

ツの大切さがわかってくると。４０歳から５０歳ぐらいかなと思うんですけども、その

あたりを小学校、中学校連携して教えたいんですけども、なかなかうまいこといってな

い。現実的には、やはり体育的な活動についても二極化しております。体を動かすのが

好きな者はしっかり動かしているんですけども、その逆に全くしないという者が増えて

きているのが今の現状です。そのあたりをどのようにこの計画にのせていくかも含めて
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意見を聞いていきたいと思います。 

以上です。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

お話を聞いていまして、小学校が担っている役割は大きいかと思います。この間、担

当者会でもお話したんですけれども、春に行われるリレーカーニバルがありますよね。

あれで県で大体決勝に、本市で３校、４校、決勝に残るんです。ただ、時々どんな指導

をしているのかというような話が他市から聞かれるようなんですけれども、それともう

一つは、体力状況調査ですか、それを見てみると、さほど県下、高砂市の子どもたちの

体力はよくないんですね。そのあたりを見てみると、今、おっしゃったように、二極化

というか、しっかりやっている子どもたちもいますけれども、体力的には非常に下がっ

てきているというのが現状です。私も一番スポーツというか、基本は足腰ではないかと

思っていますので。以前、私も陸上クラブではなくて、かけっこクラブというか、足腰

を鍛えましょうというような朝練をやっていたことがあるんですけども、そういうスポ

ーツは楽しいものだと、まあしんどいのもあるでしょうけども、でも、気持ちがすがす

がしいとか、そういう気持ち、楽しいものだよというようなものをもっともっと広げて

いくのが小学校時代の子どもたちに機会を与える課題かなと思っております。 

反面また、その下の幼稚園、保育園とか、はいはいができない子どもたちが増えてい

るというのがもう２０年ほど前から言われておりますけども、そういう基礎体力といい

ますか、そういうところも劣ってきているのではないかなというのも何十年も前から言

われていると思いますけども、そういう基本的なところからの生涯スポーツというのを

めざしていけたらなと思います。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

スポーツ少年団の活動ということで、主に小学生なんですけども、専門競技というこ

とで、野球、サッカー、空手道ということで、県大会とか全国大会をめざすようなこと

もしながら、それもありながら、またグラウンドの掃除とか、いろんなボランティア活

動もするというところを基本にやっているわけなんですけども、最近特に２年ほど前か

ら始めたのが、大体、スポーツ少年団、３年生以降からいろんな競技に入っていくわけ

なんですけれども、今、テレビゲームとか家で遊ぶことが多くてなかなか外に出ないと、

我々のころは、常に外でお兄ちゃんらと遊んでいたと、小さいときからわからんままに

鬼ごっことか、鬼にならんような鬼ごっこみたいなことをさせられながら、小さいとき

からついていったわけなんですけども、今の子は、もう家の中へ閉じこもったら閉じこ

もったままということなので、小学校の低学年１年からスポーツに楽しむ、親しむとい

うことで、中には、走り方がわからない、投げ方がわからない、蹴り方がわからないと

いう子もいまして、そういう基本的なところから教えながら、それから３年生、４年生

になって専門のほうに進むとかいうふうなことをするということで、立ち上げたんです

けども、その中で、特に野外活動もしながら、また、いろんな歌を歌ったりとか、図工

をしたりとかいうことも含めながら、外に引っ張り出して楽しむというところからする

というようなことをしておりまして、そういうことがまずは大事なんかなというふうに

感じております。それが高砂市の各地域にそういう小さな子を外に引っ張り出す仕組み

ができたらいいなと思います。 

それとまた、指導者なんですけども、指導者も結構みんなボランティアで忙しい中で

しておるんですけども、大変なんですけども、楽しみながら指導もしている、世話もし
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ているということなので、そういうふうな楽しみながら世話ができるような仕組みづく

りといいますか、体制づくりといいますか、雰囲気づくり、環境づくりというのを今回

の推進計画の中に取り入れていけないかなというふうに感じております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

実は一昨日まで小学生１、２年、３、４年、５、６年の全国大会を兵庫県のグリーン

アリーナで行いまして、それのお手伝いをしまして、来週は全国実業団のお世話も兵庫

が受けていますので、やることになって、高砂市で幸いなことに、２社、実業団が全国

大会に参加することになっております。９月は、世界ランキング２０位の選手で行われ

る女子のワールドカップにも総務のほうをしていただくということで、今、ばたばたと

三つが一緒に動くようになりまして、やっと一つが終わったなと思っているんですけど

も。実は専門種目で卓球の教室と生涯スポーツと二足のわらじを履いております。先ほ

ど副議長がおっしゃっていたみたいに、することといって、私は勝つことしか考えてな

くて、勝つことを一生懸命、勝って全国大会に出ようという気持ちがあったのに、今は、

年配の方も、生涯スポーツであれば、いかに楽しみながら、ここに来るのが楽しいと言

われるようにしなくてはいけないというように努力して、競技スポーツのほうは、教室

をしていましても、勝つために来ている方と楽しみながら健康のためにしようという方

が極端にあるんですね。それをいかに私たちがその人たちを楽しみながら、その教室に

いかに休みなく来れる環境づくりをしたいなと思って、今、努力しております。そうい

う大会の経験を踏まえながら、また、こういう会議でお世話ができて、何か提言ができ

たらいいなあと思っております。 

○議長 

ありがとうございます。委員、お願いします。 

○委員 

私は、スポーツクラブ２１というのをやっているんですけども、これは皆さん、ご存

じかと思うんですけども、平成１３年ぐらいから高砂市は始めているんですけれども、

兵庫県下の小学校区で全てスポーツクラブ２１、現在、できています。もともとできた

のは、各地域でいろいろ高齢者が非常に増えてきたということもあって、平たく言うと、

皆、健康でできるだけ病院に行かないようにしてほしいというのが一つあったかと思う

んです。ほかにもいろいろ理由はあるんですけども、できるだけ健康で長生きをしてい

ただきたいというのもあって、兵庫県下全部で立ち上げようということで始めてやって

います。ただ、高砂市の場合、特にその中でも、スタートのときから目標を持ったのは、

誰でもどこでもいつでもできるというスポーツをやろうということで、逆に言うと、競

技スポーツは一切やっていません。やっていませんというのはちょっと語弊があるので、

やっているところもあるんですけども、原則は、先ほど言ったように、いつやってもす

ぐできるようなスポーツですね。簡単に言ったら、グラウンドゴルフとか、スーパード

ライブとか、ファミリーバドミントンという競技スポーツから少し離れたような簡単な

スポーツを各校区でやっています。 

そういうのもあって、実は構成というんですか、やられている方は、ここは極端に小

学生とあとはほぼ６０歳以上、結局、高齢者と小学生だけで、だから、間の言ってみた

ら、小・中・高・大学生、それと働いている人たちというのはほとんど参加されていま

せん、逆に言うと。私らみたいに世話をする人が幾らか間におるので、実際、スポーツ

クラブでやっておられる方のほとんどの方がその今言った両極端ですね。逆に言うと、

おじいちゃん、おばあちゃんと孫とが一緒にやっているというのが大体多いですね。だ

から、ある意味では、非常に和気あいあいとやっているんですけれども、ちょっとほか
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の皆さんのいろいろご意見を聞いていると、大体競技スポーツがほとんど主になってい

るところが多いかなと思うんですけども、このスポーツクラブ２１は、ちょっとやっぱ

りほかのクラブとは違う、そういう活動を実はしております。 

現在は、市内全域で大体７００名から８００名ぐらいの方が参加をされてやっている

んですけども、お年寄りの方にしても、もっとたくさんおられるんですね。もっと入っ

て活動していただきたいなというふうに思っております。なかなか声かけをして誘って

はいただいているんですけども、できるだけ年配の方が１日でも２日でもできるように、

こういう受け皿づくりというのを市内でもたくさん用意をする必要があるのかなという

気がしております。だから、こういう我々がやっている、いつでもどこでも誰でもでき

るスポーツから競技スポーツまで、選択肢もひっくるめて、割と入りやすい受け皿づく

りを多種多様にメニューとしてもっていけるようになったらいいのかなというふうに思

っております。 

○議長 

ありがとうございます。最後に、委員、お願いします。 

○委員 

大概のことは、皆さん、お話されたなと思うんですけれども、私、体育協会のほうか

らきょうは出させていただきましたけども、その中で、少林寺拳法という武道団体に所

属しています。武道といいますと、相手を倒してどうのこうのというようなことになる

んですが、無手の格闘技ですから、相手が半径１メートル範囲内でいて、相手を倒せる

か倒せないかというような中でのスポーツというのか、武道というのか。その中で、体

育協会は、球技もあれば、陸上、水泳等もあります。思いますのは、泳ぐのだったら、

イルカには勝てないし、相手を倒すんだったら、少林寺拳法などしててもどうにもなら

ないし、相手が無手やったら棒を持ったら勝つし、相手が棒を持っておったら、切れ物

でも持ってきたら勝つだろうし、また、向こうが切れ物を持っておったら、我々日本で

はだめやけど、ピストルを持っておったら勝つだろうしというふうなことを考えますと

きに、スポーツ、武道というのは、やっぱりまだ相手を倒して、あるいは競技をして頂

点に立つ、相手に勝つ負けるではなくて、この資料の中にもあるんですが、スポーツは

世界共通、人類の文化であるということが書かれてあります。これはやっぱり常にスポ

ーツをすることによって、相手の立場のことを考えて、自分がまずすばらしい人生を送

りなさい、その中で、自分が幸せをかち取ったら、少しでも誰かに分け与えてあげなさ

い、その気持ちを持って生活をすることを学ぶのがスポーツであり武道であるというこ

とから、まずはしっかりした自分をつくること、そして、自分と人とともに栄える、と

もに楽しむ、そういうことをこの会議に提案をして、ただ単に勝った負けたじゃなくて、

お互いに競い合いながら、助け合いながら、我々だったら、技を磨いて、勝つのではな

くて、少しでも上手になって、ああ、自分は幸せだ、よかったなと思って思える方を一

人でも増やしていきたいなと、そういうことがこのスポーツ推進計画検討会議の中に少

しでも入れていけたらなという気でおります。 

以上です。 

○議長 

皆さん、ありがとうございました。急に振ったにもかかわらず、やはりそれぞれの場

で実践をされたり指導されたりされている方なので、非常に興味深い視点が、私、メモ

をとらせてもらったんですが、あると思います。そのあたりも含めながら、次回以降、

具体的に計画づくりに入っていきたいと思いますので、きょうの資料も事前に配られて

いますが、事務局にもお願いしているんですが、なるべく会議の前にご参照いただきた

いものがある場合には、事前に送っていくようなスタイルでやりたいと思います。 

それとあと、これは蛇足になるんですが、こういう計画はいろんなところであるんで
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す。一委員としてかかわったのが二つと、それとこういう取りまとめをしたのが二つあ

ります。その中で、その後を見ていくと、やっぱり委員の皆さんが計画づくりだけのた

めの会議をしていると、絶対にその後、計画はできるんですが、一応書類はできるので、

委員の任務は終わるんですが、それが結局、具体的に活動にいくときに何も効力を持た

ない紙だけのものになっているというのが正直あります。これはどことは言わないんで

すが、私のかかわったところでも。一方では、ここの会議のメンバーの方が、今度は宣

伝をしたり、広報をしたり、自分たちがつくったんだと、当然、ある程度の原案は誰か

がつくっていかないといけないのですが、こういう表現とか、先ほどの最後の委員のも

そうなんですが、思いをみんながどういうふうにのせていくかというところが、そのつ

くった後にもつながってくると思います。そういう意味で、計画づくりは一つのきっか

け、まさにスタートだというふうにご理解いただいて、それに、ほかのホームページを

見ていただいたらわかるんですが、やっぱり人間がスポーツをするうえでの課題とか今

後というのはそう変わらんのです、正直言って。あとそこを具体的に高砂市の実情にあ

わせて、どんな表現を盛り込んだり、どんな思いを盛り込むのかというところに力を一

緒に注いでいただけたらいいんじゃないかなと。計画をつくって、そして、これまでお

話を聞いていましたら、まさに、いいところばっかりではなくて、課題を、このままで

はいけないなとか、大変だなということを多くの方が感じていらっしゃって、そこに向

けて、いろんな団体がどんなふうに例えばコラボするかとか、新しい仕組みをつくるか

ということも、ある部分は、利益代表ではないんですが、団体から出ているんですが、

それとはまた別の視点も持ち合わせながら議論をしていただけたら幸いかと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、最後に、次回以降の今後のスケジュールについて、事務局のほうから説明

をいただきたいと思います。 

○事務局 

それでは、会議資料の８ページをお願いいたします。 

７月に第１回目、今回、行われて、次回ですけれども、９月のところに第２回目と書

いておりますが、次回は、１０月１日火曜日、１９時から南庁舎の５階、大会議室で行

いたいと思います。また、ご案内は別途させていただきます。 

以上です。 

○議長 

ありがとうございます。それでは、予定しました内容は、全てこれで終わりになるん

ですが、委員の皆様から、最後に何かありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○議長 

そうしましたら、進行を事務局のほうにお返しします。 

○事務局 

ありがとうございました。それでは、最後に、健康文化部長より、閉会の挨拶をいた

します。 

○橋本健康文化部長 

長時間にわたりまして、夜分ということで、皆様、お忙しい中、ご出席いただきまし

てありがとうございました。先ほど議長からもお話がありましたように、このたび、計

画づくりのための検討会議ということだけで終わらせず、十分に協議していただきたい

というふうに考えております。したがいまして、それぞれの専門的な分野からの意見は

もちろんでございますけども、先ほど議長が言われましたように、それだけではなく広

い視点の角度からいただいた意見等を忌憚なくお話し合いいただきまして、より良い計

画をつくって推進させていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いし
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たいと思います。 

本日はどうもご苦労さまでございました。 

これで閉会といたします。 

（午後 ８時２０分 閉会） 


